
◇当たり前の取組（その6資料）

　コンプライアンスチェックのための２８の指標
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※当てはまる番号欄に○を記入してください。

１　職場環境（当たり前のことを当たり前にできる環境づくり）

1 2 3 4

①

②

③

④

⑤

⑥

２　わいせつ行為、セクシャル・ハラスメントの禁止

1 2 3 4

①

②

③

④

⑤

⑥

児童生徒への思いやりの気持ちを常に持ち、言葉や言葉遣いに注意していま
す。

保護者や地域の方々との信頼関係づくりを心がけています。

校内研修等により、服務規律を守ろうとする気持ちが高まっています。

児童生徒が安心して相談や報告ができるようにしています。

　「自分は大丈夫！」そう思っていませんか？それは危険です。「自分は大丈夫か？」
と、常に自問しましょう。
　このシートは、あなた自身のコンプライアンスの状況を確認するためのものです。自身
の行動を冷静に振り返り、改めるべきところがあれば改め、更に気を引き締め、教職員と
して高いコンプライアンス意識を持って行動しましょう。

指導の際に児童生徒と密室で２人きりになったり、体に触れたりしていませ
ん。

様々な校務や児童生徒の問題等について、必ず、報告・連絡・相談をしてい
ます。

職員同士、言葉や行動について注意しあっています。

携帯電話やSNSで、児童生徒や保護者と個人的なやりとりをしていません。

性的な言動により、相手が不快に思うようなセクハラ行為をしていません。

教職員としての強い責任感とプライドをもって行動しています。

チェック項目

チェック項目

勤務中、自分の行為が誤解や批判を受けることのないような言動をとってい
ます。

勤務時間外において、自分の行為が誤解や批判を受けることのないような言
動をとっています。

診
断
基
準

そうである（できている）

どちらかといえばそうである（できている）

どちらかといえばそうではない（できていない）

そうではない（できていない）



３　体罰の禁止

1 2 3 4

①

②

③

④

⑤

⑥

４　交通法規の遵守

1 2 3 4

①

②

③

５　個人情報保護・情報セキュリティー

1 2 3 4

①

②

③

④

６　適正な会計処理等

1 2 3 4

①

②

③

チェック項目

「体罰はいけないことだが、場合によってはやむを得ない。」と、体罰を容
認する気持ちはありません。

児童生徒を指導する際、怒鳴ったり、威圧的な態度になったりせず、冷静に
対応しています。

チェック項目

児童・生徒指導を一部の教員に任せることなく、組織で対応しています。

体罰は、児童生徒の人権を無視する行為であることをわかっています。

学年・学級費、部活動会計等を適切に処理しています。

現金を個人の机やロッカーの中等に保管していません。

学校徴収金を、一時的であっても立替や流用はしていません。

体罰について、他の職員と注意しあうことができます。

どのような行為が体罰に当たるのか、理解しています。

「飲酒運転は絶対にしない」という強い意識をもっています。

個人情報の取扱規程を、わかっています。

不要となった個人情報（資料、データ等）を適切に破棄しています。

チェック項目

チェック項目

校内外を問わず部外者がいる場所で、児童生徒や保護者等の個人情報に関わ
る会話をしていません。

通勤時や出張時等において、速度超過（スピード違反）をしないように時間
にゆとりをもって行動しています。

個人情報をＣＤやＵＳＢメモリ、ＳＤカード等に記録し、許可なく校外に持
ち出していません。

交通ルールを守り、安全運転を心がけています。


